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８月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　但馬三大祭りの一つ「川下祭り」本祭の７月 14日夜、浜坂県民サンビーチで「浜坂ふるさと
夏まつり花火大会」（浜坂花火大会実行委員会主催）が開催され、3,500 発の花火が夜空を華や
かに彩りました。（関連記事を 26ページに掲載）
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町政のうごきから
　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
年
々
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ア
ナ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ヌ
ー
ト
リ
ア

な
ど
の
中
型
ほ
乳
動
物
に
よ
る
被
害
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
中
型
加
害
動
物
の
特
徴
や
被
害
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。
集

落
ぐ
る
み
で
被
害
対
策
に
取
り
組
み
、
農
作
物
被
害
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

■ 

被
害
防
止
策

◀
柵
で
囲
む

　

電
気
柵
や
ト
タ
ン
な
ど
で
農
地
を

し
っ
か
り
囲
み
ま
し
ょ
う
。

︿
囲
み
方
の
例
﹀

①
ト
タ
ン
を
隙
間
な
く
設
置
し
、
さ
ら

に
上
側
に
電
気
柵
を
設
置
（
ト
タ
ン

は
10
㎝
程
度
埋
め
る
。）

②
電
気
柵
の
み
の
場
合
、
1
段
目
は
地

上
か
ら
10
㎝
程
度
の
位
置
に
は
り
３

段
程
度
は
る
。

③
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
は
、
下
部
を
重

ね
て
、
隙
間
を
狭
く
す
る
。

◀
民
家
へ
の
侵
入
防
止

　

縁
の
下
や
屋
根
裏
な
ど
へ
侵
入
さ
せ

な
い
よ
う
出
入
口
と
な
る
建
物
の
隙
間

を
ふ
さ
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
侵
入
さ
れ
た
ら
、
爪
あ
と
な

ど
で
侵
入
ル
ー
ト
を
特
定
し
、
外
に
出

た
の
を
確
認
し
て
出
入
口
を
ふ
さ
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◀
餌
と
な
る
も
の
を
な
く
す

　

餌
場
と
認
識
さ
せ
な
い
た
め
、
農
作

物
や
柿
な
ど
の
果
実
は
残
さ
ず
収
穫
し

ま
し
ょ
う
。（
誘
引
物
除
去
）

◀
見
通
し
を
良
く
す
る

　

周
辺
の
潜
み
場
や
侵
入
経
路
と
な
っ

て
い
る
草
む
ら
を
刈
り
ま
し
ょ
う
。

（
環
境
整
備
）

◀
有
害
許
可
に
よ
る
捕
獲

　

農
地
を
電
気
柵
や
ト
タ
ン
、
メ
ッ

シ
ュ
金
網
な
ど
の
柵
で
囲
み
防
護
対
策

を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
甚
大
な

農
作
物
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
個
体

は
、
集
落
か
ら
の
被
害
届
の
提
出
に
よ

り
、
有
害
捕
獲
許
可
申
請
を
行
い
駆
除

が
で
き
ま
す
。

集
落
ぐ
る
み
で
獣
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

 
中
型
加
害
動
物
の
特
徴
と
被
害
防
止
策
を
紹
介
し
ま
す

◀
特
定
外
来
生
物
を
　
　
　

　
　
地
域
か
ら
排
除
し
よ
う

　

ア
ラ
イ
グ
マ
と
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
積
極

的
な
捕
獲
に
よ
る
地
域
か
ら
の
排
除
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

目
撃
し
た
り
、
痕
跡
を
発
見
し
た
り

し
た
と
き
は
役
場
農
林
水
産
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

集
落
ぐ
る
み
で
対
策
を

　

被
害
対
策
の
目
標
は
、
集
落
全
体
を

「
良
い
餌
場
で
な
く
す
」
こ
と
で
す
。

　

個
人
で
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、
周
り

が
野
生
動
物
に
と
っ
て
良
い
餌
場
で
あ

れ
ば
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

柵
で
囲
む
、
民
家
へ
の
侵
入
防
止
、

餌
と
な
る
も
の
を
な
く
す
と
い
っ
た
対

策
を
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
効
果
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
て
い
る
住
民
が
対
応
す

る
ほ
か
、
集
落
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
集
落
、
農
地
を
野
生
動
物

の
餌
場
で
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 捕獲したヌートリア
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町政のうごきから
主な中型加害動物の特徴

アライグマ

ヌートリア

アナグマ ハクビシン

■体長　40～ 60㎝　■体重　６～ 10㎏
■生息　集落に近い雑木林から山地に生息している。民家の天井裏などに入り込むこ
ともある。

■食性　雑食性で、鳥類や魚類、小動物、果実（柿等）、農作物などを食べる。ゴミ
や残飯を食べることもある。

■特徴
①しっぽにしまもようがある。（見た目はタヌキに似ている。）
②灰白色の顔で、両目の周りが黒い。
③手先が器用で、スイカをくりぬいて食べたり、トウモロコシを上手にたべたりする
ことができる。

④水辺を好むので河川の近くに被害が発生する。
⑤昆虫を食べるため、糞に昆虫の羽根などが混じっていることが多い。

■体長　50～ 60㎝　■体重　５～９㎏
■生息　河川やため池、水田、その周辺の雑木林に生息している。土手や畦の斜面に
穴を掘って巣穴にする。

■食性　水辺の植物の葉、茎、地下茎を食べる。水稲、野菜類を食害する。
■特徴
①ネズミの仲間。全身灰褐色の体毛に覆われ、長いしっ
ぽをもつ。

②後ろ足には水かきがある。歩いた後には、足跡の他
に尾の痕がつく。

③前歯が大きく、オレンジ色をしている。
④水稲への食害では、被害の痕の切り口が鋭い。
⑤水辺に生息しており、河川沿いで食害が発生する。

■体長　50～ 65㎝
■体重　５～ 14㎏
■生息　集落に近い雑木林から
山地に生息している。斜面な
どに穴を掘って数頭で生活し
ている。

■食性　雑食で、動物質のもの
を好む。ミミズなどの土壌に
棲む小動物や昆虫を食べる。
野菜類を食害する。

■特徴　
①顔が白地で、目の周りが黒い。
②前足が太く、鋭い爪を持ち、
尾が短い。

■体長　40～ 60㎝
■体重　３～５㎏
■生息　平地から山地の森林に
暮らしている。樹洞や岩の割
れ目を巣穴として利用する。

■食性　野ネズミ、小型鳥類、
昆虫、果実（柿・桃等）など
を食べる。

■特徴
①体色は灰褐色。
②顔は黒字で頭から鼻にかけ白
い筋があり、鼻先がピンク色
をしている。

③尾が非常に長い。

形態的に類似した中型加害動物の識別点
タヌキ アナグマ ハクビシン アライグマ

全　

身

顔
の
模
様

識
別
点
前足から肩にかけて黒い帯
がある。

耳は小さく先端が丸い。
鼻が大きい。

鼻がピンクで眉間に白い帯
がある。しっぽが長い。

しっぽに黒いしまもよう（５
～７本）がある。

※「特徴」の文は、兵庫県森林動物研究センター資料から引用
※「特徴」の中のアライグマ、ヌートリアの画像び「識別点」の画像は、環境省「特定外来生物同定マニュアル」から抜粋。識別点の文は同マニュアルから引用
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９月１日は「防災の日」　８月30日～９月５日は「防災週間」

防災意識を高めて災害に備えましょう！
―問合せ―　町民課…℡ 82-5621 ／温泉総合支所…地域振興課…℡ 92-1131

　災害の未然防止と被害軽減のため、国において毎年９月１日を
「防災の日」、この日を含む１週間（８月 30 日～９月５日）を「防

災週間」と定めています。
　８月や９月は台風の接近が多く、夏から秋にかけての季節移行
時には秋雨前線による大雨も発生しやすくなります。また、最近
は「ゲリラ豪雨」と呼ばれる、短時間で猛烈な雨が局地的に降る
回数が全国的に増えています。
　災害による被害をできるだけ少なくするため、「自分たちの命
は自分たちで守る」気構えを持ち、日頃から準備を行いましょう。

台風に備える
　秋の台風は勢力が強く、秋雨前線を刺激して大雨とな
ることが多くあります。
　台風は発生時から天気予報で進路や勢力を知ることが
できるので、テレビやラジオで台風の進路や強さを確認
し、早めの対策をとりましょう。
①テレビやラジオで、台風の進路予想や勢力、降水予想

などを確認する。
②雨樋や排水溝を点検し、排水しやすくする。
③ベランダや家のまわりにある植木鉢など飛散の危険が

あるものは片付ける。
④非常持ち出し品を準備して、避難に備える。
⑤大雨警報や洪水警報が発表された

時は避難準備情報、避難勧告、避
難指示といった町からの避難情報
に注意する。

土砂災害に備える
　台風や集中豪雨によって、土砂災害が発
生する場合があります。土砂災害には「が
け崩れ」、「土石流」、「地すべり」などがあ
り、台風などで集中して雨が降ると危険性
が高まり、大きな被害につながります。
　雨量が少なくても、台風が続いた場合や
連続して雨が降った場合は土砂災害が発生
します。
　崖から水が噴き出したり、木の根がブツ
ブツと切れる音がした場合は土砂災害発生
の予兆です。普段と違った
現象を見聞きした時は、早
めに避難しましょう。また、
異常に気付いた時は役場に
ご連絡をお願いします。

町からの情報発信
　災害や避難の情報は次のとおりです。
○防災行政無線放送・ＣＡＴＶ告知放送
　　浜坂地域は防災無線、温泉地域はＣＡＴＶで

情報放送をします。
○しんおんせん防災ネット
　　携帯のメール機能を使って町からの

防災情報をお知らせします。
　※登録が必要です。（登録方法は５ページに記載）

○緊急速報メール
　　新温泉町域にいる DoCoMo、au、softbank

のユーザーにメールでお知らせします。
　※登録は不要です。
○その他
　　町のホームページで防災情報（告知放送の内

容や道路情報など）を見ることができます。
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町からの避難情報
　町は災害時に避難のための三つの情報を発表・
発令します。
①避難準備情報
　災害の発生するおそれが高まり、避難に時間を
要する人が避難を始めなければならないときに避
難準備を呼びかけます。
　避難に時間がかかる人は避難所への避難を始め
ましょう。通常の避難行動ができる人は、避難の
準備を始めてください。
②避難勧告
　災害の発生するおそれが明らかに高まったとき
にみなさんに避難をするよう発令します。
　通常の避難行動ができる人は
避難所への避難をしてください。 
③避難指示
　災害の発生する危険性が非常
に高いとき発令します。
　避難行動中のときは急いで避
難所へ行きましょう。まだ避難していない方は直
ちに避難を始めてください。

全国瞬時警報システム（J-ALERT）全国一斉情報伝達訓練の実施について
　総務省消防庁が全国瞬時警報システム（J-ALERT）の全国一斉情報伝達訓練を９月 11
日（水）に実施します。浜坂地域の防災行政無線の屋外・屋内のスピーカーから訓練放
送が流れます。災害などとお間違えのないようお願いします。
●とき　9月 11日（水）　午前 11時頃と午前 11時 30分頃
●内容　「これは、訓練放送です」という内容の放送がスピーカーから流れます。（※浜坂地域のみ）

兵庫県住宅再建共済制度　フェニックス共済
　兵庫県住宅再建共済制度

「フェニックス共済」は、住
宅を所有している方に加入
いただき、平常時から資金
を寄せ合うことにより、災
害発生時に被害を受けた住
宅の再建・補修を支援する
制度です。安全・安心のた
めに、ぜひ、加入ください。
―問合せ―（財）兵庫県住宅再建共済基金　℡（078）362-9400

しんおんせん防災ネット
　メールアドレスを登録すると気
象警報や町からの避難勧告等の情
報が受け取れます。
●６月末現在登録数　1,216 件
●登録方法　…shinonsen@bosai.net
あてに空メールを送信して、返
信を受けたメールに
従って登録をしてく
ださい。

非常持出品
　食糧（３日分）、水、懐中電灯、携帯ラジオ、
毛布などの非常持出し品は、日頃から家庭で準備
しておきましょう。
　また、持病をお持ちの方は、常備薬、保険証な
ども忘れずに準備しておきましょう。

【主な非常持ち出し品】
○食料（非常食など）、飲料水
○毛布、衣類、下着類など
○懐中電灯、ラジオ、電池
○救急セット、貴重品、現金
○哺乳びん、紙おむつなど

避難時の注意点
①正確な情報収集をして早めに近く

の避難所へ避難する。
②災害時要援護者の避難に協力
③動きやすい服装と集団での行動を心がける。
④大雨による道路冠水時や夜間など避難に危険が

伴う時は、無理をして避難所へ行かずに頑丈な
建物の２階以上へ避難する。

　●共済負担金　年額 5,000 円
給付金 給付対象 給付額
再建等
給付金

全壊・大規模半壊・
半壊で建替・再建 600 万円

補　修
給付金

全壊で補修 200 万円
大規模半壊で補修 100 万円
半壊で補修 50万円

住居確保
給付金

全壊・大規模半壊・
半壊で補修せず賃
貸住宅に入居した
場合など

10万円

ＱＲコードからもアクセス可▲
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こ
の
日
の
講
師
は
、
大
阪
を
中
心
に

音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
ジ
ャ
ズ
ユ

ニ
ッ
ト
「
ｎ
ａ
ｏ′
ｓ　
ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
」

の
メ
ン
バ
ー
４
人
。
声
量
豊
か
な
歌
声

と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、

ピ
ア
ノ
に
よ
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
新
温
泉
町
出
身
で

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
ｎ
ａ
ｏ
さ
ん

が
、
ジ
ャ
ズ
発
祥
の
地
ア
メ
リ
カ
の

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
の
経
験
な
ど
を
中

心
に
、
人
権
問
題
の
現
状
や
肌
で
感
じ

た
人
権
感
覚
の
重
要
性
を
参
加
者
に
訴

え
ま
し
た
。

　

ｎ
ａ
ｏ
さ
ん
は
、
音
楽
を
学
ぶ
た
め

ア
メ
リ
カ
に
単
身
で
留
学
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
ジ
ャ
ズ

音
楽
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
と
の
交
流
も
あ
り
、
同

国
に
お
け
る
奴
隷
制
度
の
歴
史
の
ほ

か
、
職
業
差
別
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
拒

　

新
温
泉
町
人
権
セ
ミ
ナ
ー
は
、
人
権
感
覚
を
育
み
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
町
教
育
委
員
会
と
町
人
権
教
育
協
議
会
の
共
催
で
毎
年
、
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
３
日
、
本
年
度
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
（
全
６
回
）
が
開
講
し
、「
魅
せ
ら

れ
た
解
放
魂
～
融
合
す
る
ジ
ャ
ズ
の
精
神
を
歌
う
～
」
と
題
し
て
初
回
の
講
座

が
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
行
わ
れ
、約
１
２
０
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

西
洋
音
楽
と
ア
フ
リ
カ
音
楽
の
融
合

で
発
展
し
て
き
た
ジ
ャ
ズ
に
つ
い
て
触

れ
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
チ
ー

チ
ョ
西
野
さ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
に
奴
隷

と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
々
が
当

時
、
楽
器
を
取
り
上
げ
た
れ
た
こ
と
か

ら
、
身
近
な
物
を
使
っ
て
楽
器
を
作
り

上
げ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
。
ま
た
、
楽

器
が
な
く
て
も
体
を
使
っ
て
演
奏
で
き

否
な
ど
実
際
に
目
で
見
た
人
種
差
別
の

現
状
を
伝
え
ま
し
た
。

る
ボ
デ
ィ
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
を

参
加
者
も
一
緒

に
な
っ
て
体
験

し
、
異
文
化
の

音
楽
に
つ
い
て

も
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ズ
の
中

に
刻
ま
れ
た
ア

フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
悲
し
み
や
苦

し
み
を
歌
で
表
現
し
続
け
て
い
る
ｎ
ａ

ｏ
さ
ん
。
こ
の
地
球
上
に
あ
る
、
人
種

差
別
、
戦
争
、
い
じ
め
な
ど
の
た
く
さ

ん
の
問
題
は
、
一
人
ひ
と
り
が
他
人
を

思
い
や
る
心
を
持
つ
こ
と
で
、
少
し
ず

つ
解
決
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
参

加
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
に
設
け
ら
れ
た
、
ｎ
ａ
ｏ

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
に

は
、「
心
に
し
み
わ
た
る
い
い
歌
で
し

た
」
な
ど
、
思
い
の
こ
も
っ
た
歌
声
に

心
を
動
か
さ
れ
た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

人
権
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生
は
、
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
心
の
健
康
、
人
権

意
識
の
高
揚
の
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の
年
間
計
画
は
、
広

報
し
ん
お
ん
せ
ん
６
月
号
の
28
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

平
成
25
年
度  

人
権
セ
ミ
ナ
ー
開
講

　

コ
ン
サ
ー
ト
形
式
で
ジ
ャ
ズ
音
楽
を
テ
ー
マ
に
人
権
学
習

ジャズ音楽を通じて人権感覚の
重要性を訴える nao さん

アフリカ音楽の打楽器を
紹介する西野さんボディーパーカッションを体験する参加者
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　７月 12 日、平成 20 年から交流を続けている夢が丘中
学校とマウント・ハット・カレッジが、恒久的な友好関係
を結び、互いの文化を認め合う教育活動を推進するため、
姉妹校提携の調印を行いました。
　役場で行われた調印式には、各校の校長と岡本町長、岡
本教育長のほか、町国際交流協会や来日中の２校の関係者
が出席。協定にあたり夢が丘中の井上慎一校長は、「国際
理解教育は両校の大きな力になる。子ども達はもちろん教
師間の友好関係も築いていきたい」と述べ、同カレッジの
ジョン・スクルーズ校
長は「両校の相互理解
と交流の礎を築くこと
ができた。この交流が
今後も続いていくこと
を願っている」と話し
ました。

年生の仲谷さくらさん
が「皆さんが訪れるの
を楽しみにしていた。
祭りもあるので日本の
文化に触れてほしい」
と英語で歓迎の言葉を
贈りました。

ら お 礼 を 申 し 上 げ ま
す」と話しました。
　お別れ会では、同カ
レッジの生徒から歌の
プレゼントがあり、夢
が丘中も吹奏楽部が演
奏 の プ レ ゼ ン ト を 行
い、別れの会に花を添
えました。

受けながら、ガマの穂や
リンドウなどを剣山に刺
し、和の雰囲気たっぷり
に仕上げました。生徒た
ちはカメラで記念撮影す
るなど、出来栄えに満足
そうでした。

　期間中、ニュージー
ランドの生徒 17 名は、
各ホームステイ先のホ
ストファミリーと日本
の 生 活 を 体 験 し た ほ
か、うどん打ちなどの
体験も行いました。

　７月 12 日に、各中学校の体育館で歓迎会を開催。浜坂
中学校では全校生が吹奏楽部の音楽に合わせて拍手を行
い、平成８年に姉妹校協定を締結したオックスフォード・
エリア・スクールの生徒９名を迎えました。
　歓迎会では同スクールの生徒一人ひとりから自己紹介を
兼ねたあいさつがあり、好きなスポーツや日本で学びたい
ことなどを日本語で話していました。生徒会を代表して３

　７月 16 日には、町民センターでお茶とお花の体験を行
いました。お茶の体験では、講師の松元惠子さん（井土）
から、少し動かしてお茶碗の正面でないところでいだだく
などの作法の説明を受けながら、初めて味わうお茶を楽し
んだほか、お茶立てにも挑戦しました。
　お花の体験では、講師の中井喜久子さん（湯）の指導を

　７月 18 日、各中学校体育館でお別れ会を開催。夢が丘
中学校では、生徒を代表して３年生の太田信一郎さんがマ
ウント・ハット・カレッジの生徒８名に「皆さんの滞在中
にあいさつの大切さなどたくさんのことを学んだ。皆さん
との楽しい思い出を忘れることはないでしょう」と英語で
お別れの言葉を贈りました。
　同カレッジを代表してエマ・ラスコンさんが「楽しい時
間を過ごすことができ思い出として心に残っている。心か

広報しんおんせん（8月号）

H25（2013）.8.8

町政のうごきから

　７月 11 日から 19 日までの９日間、町内の各中学校と交流を
進めているニュージーランドの「オックスフォード・エリア・ス
クール」と「マウント・ハット・カレッジ」から 17 名の生徒が、
本町を訪れました。生徒は、ホームステイをしながら、各校での
授業交流や町内視察などを行い、町民との交流や日本文化の体験
を行いました。
　また、夢が丘中学校が交流校との姉妹校提携を行い、恒久的な
友好関係を築きました。（右の写真は姉妹校提携調印式の様子）

―問合せ―　生涯教育課　スポーツ推進係　℡ 82-5629

ニュージーランドの生徒が日本の文化を体験
夢が丘中が交流校と姉妹校提携に調印

歓迎会

日本文化を体験

夢が丘中とマウント・ハット・カレッジが
姉妹校提携

お別れ会
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町政のうごきから

委員募集
▼
応
募
資
格

①
町
内
に
在
住
し
、
公
共
交
通
政
策
に

関
心
の
あ
る
満
18
歳
以
上
（
本
年
10

月
１
日
現
在
）
の
方

②
原
則
と
し
て
、
平
日
の
昼
間
に
年
数

回
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

※
た
だ
し
、
本
町
の
審
議
会
等
の
委
員

を
３
機
関
以
上
兼
ね
て
い
る
方
、
本

町
の
議
会
議
員
、
町
職
員
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数　

１
名

▼
任
期

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
２
年
間

▼
謝
金　

規
定
に
よ
り
、
報
償
費
と
交

通
費
を
支
払
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

８
月
30
日
（
金
）

▼
応
募
方
法
「
公
募
委
員
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、「
新
温

泉
町
の
あ
る
べ
き
公
共
交
通
政
策
」

に
つ
い
て
の
意
見（
８
０
０
字
程
度
）

を
添
え
て
、
役
場
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

kikaku@
tow
n.shinonsen.lg.jp

※
申
込
書
は
、
役
場
企
画
課
及
び
温
泉

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け

て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
選
考
結
果

　

９
月
中
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
町
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行

政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

住
民
の
生
活
に
必
要
な
公
共
交
通
の
確
保
や
旅
客
の
利
便
の
増
進
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
つ
い
て
、
各
分
野
に
お
け
る
学
識
経
験
者

な
ど
町
が
選
任
し
た
委
員
と
と
も
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　
　

新
温
泉
町
交
通
政
策
研
究
会
委
員

　　　ふるさと新温泉町を応援してください！

　　　ふるさと納税制度のご案内

平成 24 年度ふるさと納税の使途 金額（円）
自然環境の保全、景観の維持、再生に関
する事業 95,000

子どもたちの健全育成、健康増進に
関する事業 495,000

但馬牛、松葉がに、ホタルイカ等の
地域特産物の振興に関する事業 135,000

伝統文化の振興に関する事業 75,000

◆寄付の額
　１口５千円を基本として、何口でも受け付けます。
◆寄付金の使いみち
①自然環境の保全、景観の維持、再生に関する事業
②子どもたちの健全育成、健康増進に関する事業
③但馬牛、松葉がに、ホタルイカ等の地域特産物の

振興に関する事業
④伝統文化の振興に関する事業
◆個人住民税と所得税の控除　
　寄付金のうち２千円を超える部分について、一定
の限度まで個人住民税と所得税から控除が受けら
れます。

　ふるさと納税制度は、新温泉町を応援したいという思いを寄付金
という形でお受けするものです。
　これまでから、新温泉町出身の方をはじめ、多くのご協力をいた
だいています。平成 24 年度の寄付金は、12 件 80 万円でした。
　今年度も引き続き実施しています。ご支援をお待ちしています。

◆申込方法
　電話やファックスでご連絡ください。寄付申込書
などの関係書類をお送りします。

◆問合せ　総務課　管財係
　℡（0796）82-3111　ＦＡＸ……（0796）82-3054　

図書館の図書購入にも役立てられています
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　地震や風水害などによる長時間の停電や水質事
故、機器のトラブルで上水道が使えない場合に、
池や川、井戸水などを利用して安全な飲料水を造
ることができる「緊急用造水装置」を７月に導入
しました。
◆緊急時に活躍　電源には、家庭用のコンセント
や市販の小型発電機が使用でき、コンパクトで
あることから、運搬や搬入が容易で、緊急時の
飲用水確保に活躍します。

◆１日に 50 ｔ造水　１日の
最大造水量は 50 ｔで、20
㍑のポリタンク 2,500 個分
を造ることができます。ま
た、上水道の復旧に長期間
かかっても、年単位で造水
を続けることができます。

◆問合せ　上下水道課
　　　　　…℡ 82-3114

広報しんおんせん（8月号）

H25（2013）.8.8

町政のうごきから
  

今
ま
で
以
上
に
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
水
を
供
給

　

中
央
簡
易
水
道
「
花
口
浄
水
場
」
が
完
成

家庭用コンセントや発電機で動く

緊急用造水装置を導入

　

こ
の
浄
水
場
の
給
水
区
域
は
、
岸
田

～
今
岡
金
屋
の
14
地
区
。
水
質
汚
濁
に

よ
り
、
竹
田
、
井
土
、
今
岡
金
屋
の
３

地
区
は
、
竹
田
新
浄
水
場
系
統
か
ら
の

切
り
回
し
工
事
を
行
い
、
昨
年
４
月
５

日
に
飲
用
制
限
を
解
除
。
残
る
11
地
区

の
早
期
飲
用
制
限
解
除
の
た
め
、
第
一

期
工
事
と
し
て
、
急
速
ろ
過
器
一
基
を

設
置
し
、
昨
年
７
月
２
日
に
全
地
区
で

給
水
制
限
を
解
除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
第
二
期
工
事
と
し
て
、

も
う
一
基
の
急
速
ろ
過
器
と
凝
集
沈
殿

装
置
が
完
成
し
、
竹
田
か
ら
今
岡
金
屋

３
地
区
へ
も
、
従
来
ど
お
り
花
口
水
源

か
ら
の
給
水
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

（
３
地
区
へ
の
給
水
に
つ
い
て
は
８
月

中
旬
以
降
）。
ま
た
、
耐
塩
素
性
病
原

生
物
等
対
策
に
も
対
応
し
た
ほ
か
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
監
視
装
置
を
設
置
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
浄
水
場
の
運
転
状

況
が
常
時
監
視
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
岡
本
町
長
は
、「
施
設
の
竣

　

昨
年
３
月
の
融
雪
災
害
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
発
生
に
伴
い
、
建
設
を
進
め
て
い

た
「
中
央
簡
易
水
道
花
口
浄
水
場
」
が
完
成
し
、
７
月
26
日
、
関
係
者
約
30
人
出

席
の
も
と
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
▼
問
合
せ……

上
下
水
道
課……

℡
82
‐
３
１
１
４

工
に
よ
り
、
安
全
な
水
の
供
給
と
安
定

的
な
施
設
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
命
の
源
と
し
て

末
永
く
利
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
第
２
号
急
速
ろ
過
器

の
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
参
加

者
は
施
設
の
見
学
や
出
来
立
て
の
水
道

水
の
試
飲
を
行
い
ま
し
た
。

第２号急速ろ過器の前でテープカットと同時に通電

第 30 回全国都市緑化とっとりフェア
　全国的な花と緑の祭典、第 30 回全国都市緑
化とっとりフェア「水と緑のオアシスとっとり
2013」が開催されます。
　期間中は県内各地でさまざまな緑化イベントが
開催され、鳥取県全体が花と緑であふれます。
◆開催時期　９月 21日（土）～ 11月 10日（日）
◆主会場　湖山池公園（鳥取市）
◆サテライト会場
　東郷湖羽合臨海公園（湯梨浜町）
　とっとり花回廊（南部町）
◆入場料金（大人）
　前売料金　400 円、当日料金　600 円、
　団体料金　500 円（20人以上の団体）、
　パスポート券　1,000 円（何度でも入場可）
　※小・中・高生は半額
◆問合せ　緑のまちづくりオフィス
　℡（0857）25-3511　http://oasistottori.jp
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H25（2013）.8.8

町政のうごきから

若
年
性
認
知
症
の
症
状
は　
　

　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
も
の
？

　

新
し
い
記
憶
か
ら
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
時
間
や

場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
判
断
力
、
理
解

力
、
思
考
力
な
ど
が
低
下
し
て
ゆ
く
な
ど
の
「
中

核
症
状
」
と
こ
れ
に
伴
う
二

次
的
な
症
状
で
、
徘
徊
、
妄

想
、
幻
覚
、
不
安
・
焦し
ょ
う
そ
う燥
・

抑
う
つ
な
ど
の
「
行
動
・
心

理
症
状
」
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
病
院
で　
　
　
　

　
　
　
　
　

診
て
も
ら
う
の
？

　

神
経
内
科
、
精
神
科
（
心
療
内
科
、
神
経
科
な

ど
）を
受
診
し
ま
す
。
最
近
は
、「
も
の
忘
れ
外
来
」

と
し
て
診
療
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

相
談
窓
口
は
？

○
新
温
泉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
５
６
２
３

○
ひ
ょ
う
ご
若
年
性
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
２
４
２
‐
０
６
０
１

○
若
年
性
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
０
０
）
１
０
０
‐
２
７
０
７

※
い
ず
れ
の
相
談
窓
口
も
、
相
談
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
を　

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

浜
坂
温
泉
保
養
荘
の
福
祉
ま
つ
り
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

在
宅
介
護
の
中
で
は
、
介
護
を
す
る
方
・
受

け
る
方
の
双
方
に
、
肉
体
的
な
負
担
と
感
情
的

な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
参
加
者
が
交
流
で
き
る
催
し
も
企
画

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
17
日
（
火
）

●
と
こ
ろ　

浜
坂
温
泉
保
養
荘

◇
第
１
部　

講
演
（
午
前
10
時
～
正
午
）

　
「
認
知
症
へ
の
理
解
と
支
援
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　

～
男
性
も
介
護
す
る
時
代
で
す
～

　

講
師　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
　
　

兵
庫
県
支
部
世
話
人　

酒
井
邦
夫
さ
ん

◇
第
２
部　

軽
運
動
（
午
後
１
時
～
３
時
）

　
「
介
護
力
ア
ッ
プ
運
動
」

　

指
導　

健
康
運
動
指
導
士　

堀
尾
典
之
さ
ん

●
申
込
み
・
問
合
せ

・
新
温
泉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
５
６
２
３

・
浜
坂
温
泉
保
養
荘　

℡
82
‐
３
６
４
５

※
昼
食
（
１
，
０
５
０
円
）
を
希
望
の
方
は
、

申
込
時
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

若年性認知症 のことでお悩みの方
ご相談ください

　認知症は加齢とともに発症する率が高くなる疾患です。しかし、
若くても発症することがあり、65 歳未満で発症した場合は「若年
性認知症」といいます。
　働き盛りの世代にも起こる認知症は、本人だけでなく家族の生活
に与える影響は高齢者の発症に比べ大きく、社会的にも重大な問題
となっています。
　穏やかだった人が別人のようなふるまいをする、同僚が約束を守
らない、忘れる、得意先からクレームが増えたなど…。こんな疑問
や不安をお持ちの方、ひとりで悩まず早めにご相談ください。
　―問合せ―　新温泉町地域包括支援センター　℡ 82-5623
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町政のうごきから

  乳がん・子宮頸がん検診   発症率が増加しています。早期発見が大切！

検 診 予 防 種接お 知 ら せ ●

◆対象　　　　和暦の奇数年生まれの方　（例：昭和 41 年、43 年生まれ）
　　　　　　　　※受診間隔をとりやすくするため、2年に 1度の受診となっています。
　　　　　　　　※乳がん検診は予約制で、本年度は定員に達しています。
　　　　　　　　※子宮頸がん検診は、当日申込みができます。
◆検診日程

地域 月　日
検 診 内 容

会　場 受 付 時 間
乳がん 子宮頸がん

浜
坂
地
域

８月２０日（火） ○ ○

浜坂多目的集会施設

正午～
　　午後２時 15 分

８月２８日（水） ○ ○
８月３０日（金） ○
９月　２日（月） ○ ○
９月　３日（火） ○

温
泉
地
域

１０月　２日（水） ○ ○
保健福祉センター
　　　すこやか～に

１０月２４日（木） ○ ○
１０月２５日（金） ○
１０月３０日（水） ○ ○

料　　金

40 歳代 2,000 円
　（2 方向撮影）
50 歳以上 1,400 円
　（1 方向撮影）

1,500 円
（子宮頸部　

組織検査）

※下記の節目年齢に該当の方で申込みをした
方は、クーポン券をお持ちください。

　（申込みをしていない方は、ご相談ください。）

※節目年齢について

－問合せ－　健康福祉課……健康推進係（すこやか～に内）℡ 99-2940

　下記の日程で乳がん検診（視触診・マンモグラフィ）・子宮頸がん検診を実施します。
　近年、乳がん、子宮頸がんは増加しつつあるがんのひとつであり、早期発見が大変重要となります。
検診を受診し、健康チェックをしましょう。

乳がん検診 子宮頸がん検診
S47.4.2 ～ S48.4.1生（40歳）、S42.4.2 ～ S43.4.1生（45歳）、
S37.4.2 ～ S38.4.1生（50歳）、S32.4.2 ～ S33.4.1生（55歳）、
S27.4.2 ～ S28.4.1生（60歳）

H  4.4.2 ～ H 5.4.1生（20歳）、S62.4.2 ～ S63.4.1生（25歳）、
S57.4.2 ～ S58.4.1生（30歳）、S52.4.2 ～ S53.4.1生（35歳）、
S47.4.2 ～ S48.4.1生（40歳）

　次の方は、定期予防接種の接種期限が、平成 26 年３月 31 日までです。
　予防接種をまだ受けていない方は、体調の良い時に早急に受けてください。

◆麻しん風しん第２期
　平成 19年４月２日～平成 20年４月１日生
　（小学校入学前の１年間）
◆ジフテリア・破傷風２種混合
　平成 13年４月２日～平成 14年４月１日生（小学校６年生）

  定期予防接種を受けましょう  体調の良い時に早めの接種を！
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

町道千原岸田線舗装修繕
工事

鐘尾・…
岸田 舗装修繕 25箇所（A=344㎡） 2,709,000 …平成 25年 6月 14日～……平成 25年 7月 31日 ㈲山村工務店

町道中の町線側溝整備工
事 湯 400型 L=17 ｍ

300 型 L=14 ｍ 2,688,000 …平成 25年 6月 14日～……平成 25年 8月 12日 立道建設㈱

場内整地工事 浜坂

（第 1・2処分場場内整地）
整地工　20,000㎥、
排水施設工　178 ｍ、
道路除草工　2,300㎡

8,400,000 …平成 25年 6月 19日～……平成 26年 3月 25日 株本建設工業㈱

林道本谷線残土処分場維
持修繕工事 久斗山 擁壁工V=90㎥

排水施設工 L=127 ｍ 11,182,500 …平成 25年 6月 18日～……平成 25年 12月 14日 ㈱重機建設水田組

用土地区防火水槽設置工
事 用土 防火水槽設置工事

土工 1式、防火水槽 1基 7,980,000 …平成 25年 7月 10日～……平成 25年 9月 30日 ㈱三島組

畑直水路改良工事 竹田 ステンレススライドゲート設置
（1500 × 800）1式 7,245,000 …平成 25年 7月 5日～……平成 26年 3月 28日 ㈲美方産業

浜坂ポケットパーク整備
工事 浜坂

四阿 1 基、ベンチ 4 基、サー
クルベンチ 2基、スイング遊具
2基、すべり台 1基、ストレッ
チ遊具1基、桜4本、トイレ1基、
防火水槽 1基、照明１基、倉庫
１基、張芝 569㎡

41,265,000 …平成 25年 7月 6日～……平成 25年 12月 22日 株本建設工業㈱

（平成 25年６月 14日～平成 25年７月 15日契約分）

　

同
協
議
会
は
平
成
20
年
11
月
に
設

立
。
昨
年
度
は
廃
食
油
を
約
３
４
，
０

０
０
㍑
回
収
し
て
、
約
３
３
，
０
０
０

㍑
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
精
製
。
約
70
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
、
吉
田
会
長
は
、「
皆

さ
ん
の
環
境
意
識
が
高
ま
り
、
昨
年
度

も
順
調
に
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

浜
坂
地
域
に
新
た
な
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
が
で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
岡
本
町
長

は
、「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
資
源
の
再
利
用

な
ど
地
球
規
模
の
課
題
に
率
先
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
節
電
を
進
め
て
い

る
中
、
こ
の
扇
風
機
を
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
扇
風
機
は
、
町
公

共
施
設
８
か
所
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

廃
食
油
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
回
収
方
法　

食
用
油
に
限
り
ま
す
。

こ
し
て
カ
ス
を
取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ふ
た
が
閉
ま
る
容
器

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

◇
浜
坂
地
域　

ナ
カ
ケ
ー
白
川
店

◇
温
泉
地
域　

清
美
社
、
湯
村
炊
飯
セ

ン
タ
ー
、
ナ
カ
ケ
ー
湯
村
店
、
ジ
ャ

ン
ボ
西
村
、夢
ホ
ー
ル
地
下
、ゆ
め
っ

こ
ラ
ン
ド

※
廃
食
油
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ…

同
協
議
会…

℡
92
‐
２
５
８
２

（
湯
村
炊
飯
セ
ン
タ
ー
内　

吉
田
会
長
）

廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む「
み
か
た
Ｅエ

コ
Ｃ
Ｏ
協
議
会
」か
ら

　
　

扇
風
機
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

廃
食
油
（
天
ぷ
ら
油
）
の
回
収
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
精
製

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
取
り
組
む
「
み
か
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
協
議
会
」
か
ら
、
回
収
へ
の

協
力
お
礼
と
し
て
本
年
も
町
公
共
施
設
に
扇
風
機
15
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
と

こ
に
な
り
、
７
月
23
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
同
協
議
会
の
吉
田
仁
司
会
長
か
ら
岡

本
町
長
に
扇
風
機
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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　夏草が生い茂る道端で咲いているピンクのヒ
ルガオ（昼顔）は、ほの暗い藪を背に、一

ひと

際
きわ

の
美しさを醸

かも

し出しています。
　ヒルガオはヒルガオ科のつる性多年草で、冬
には地上部は枯れていますが、春になると道端
の草むらや畑のそばなどでつるを伸ばします。
７月の終わり頃に葉

よう

腋
えき

から花
か

柄
へい

を出し、直径５
～６㎝の漏

ろう

斗
と

状
じょう

の花を１つ咲かせます。花の色
は薄いピンクで中心の筒部付近は白く、花の基
部は二枚の苞葉に包まれています。種は結ばず、
地下茎で増えますが、一度はびこるとなかなか
根絶できない強靭な根を持ち、畑などでは困ら
せものとなっていますが、その組み合っている
根から、花言葉は「絆

きずな

」ということです。
　開花するのはアサガオと同じく朝方ですが、
アサガオが昼にはしぼむのに比べ、昼になって
も咲いている事からヒルガオと名付けられ、同
じ仲間に、砂浜に咲くハマヒルガオ（浜昼顔）
があります。
　万葉の歌にも容

かほ

花
ばな

として登場し、美しい人に
例えられたヒルガオ。白とピンクの縞模様が渦
巻状になっている蕾などを見ると、幼い頃に遊
んだ野辺の記憶が 蘇

よみがえ

ってきます。

　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ヒルガオ
（ヒルガオ科）

 野草散歩（32)  
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
１
日
か
ら
専

※

業
主
婦
の
年
金
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
会
社
員
の
夫
が

退
職
し
た
際
な
ど
に
年
金
の
切
替
え
手
続
が
遅
れ
た
り
漏
れ
た
り
し
て
い
た
た
め
、

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
主
婦
が
手
続
を
す
る
こ
と
で
、
年
金
の
受
取
が
可
能

に
な
っ
た
り
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
主
婦
年
金
か
ら
の
切
替
え
手
続
が
２

年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

今
す
ぐ
手
続
を
！

　

原
則
、
20
歳
～
60
歳
ま
で
の
全
て
の

方
が
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
会
社
員
等
の
夫
（
第
２
号

被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻（
専

業
主
婦
：
第
３
号
被
保
険
者
）
は
、
保

険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
夫
が
退
職
し
た
場
合
や
妻

自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、

手
続
（
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
変
更
）
を
し
て
、
保
険

料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
手
続
が
２
年
以
上
遅
れ
る
と
、

２
年
以
上
前
の
保
険
料
の
納
付
が
で
き

な
い
た
め
、未
納
期
間
が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
専
業
主
婦
の
年
金
が
改

正
さ
れ
、
手
続
を
す
る
こ
と
で
、「
未

納
期
間
」
を
「
受
給
資
格
期
間
」
に
算

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

無
年
金
や
年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
、
老
齢
年
金
だ
け
で
は
な
く
、

万
一
の
時
の
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
保
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

　

手
続
を
す
る
こ
と
で
、
最
大
10
年
分

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
額
が
増
え
ま
す
。

※
平
成
27
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
手
続
を
さ
れ

た
方
に
、
平
成
27
年
４
月
に
向
け
て

保
険
料
納
付
の
案
内
を

郵
送
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ

▪
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
１
１
‐
０
５
０

▪
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

※妻が会社員等で夫が専業主夫の場合も同様です。
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加藤文太郎
記念図書館

「８月のおすすめの本」
ご案内

永六輔のお話し供養
永六輔 著／小学館

　お別れした大切な人は、その人のこと
を想ったり、話したりすることで誰かの
心の中で生き続けます。そして大事な供
養にもなるのです。永六輔と親交の深かっ
た『渥美清』・『坂本九』・『立川談志』など
懐かしい人々との今だからか語れるエピ
ソードが綴られた大人の絵本。

俺は駄目じゃない
山本甲士 著／双葉社

　ある日、下着泥棒と間違えられて逮捕
され、職も失った35歳独身の男。目立た
ないように生きてきた彼が、勧められて
立ち上げた『誤認逮捕のブログ』は思わぬ
反響を呼び、やがて彼の人生は大きく変
わり始める…。ネット社会の奇跡を描く
痛快ストーリー。

ホントはコワイ夏バテ５１の対策
　福田千晶 著／日東書院

　食欲が半減したのに体重が増えている。
酔って寝た翌日、突然身体が動かなくな
る。そんな症状は、もしかしたら夏バテ
が原因かもしれません。ほうっておくと
重大な病気を引き起こすこともあります。
暮らしの工夫から、汗のツボや熱中症対
策まで役に立つ１冊。

あたまがふくしまちゃん
のぶみ 著／ＴＯブックス

　福島県のことばっかり考えていたら福
島県の形の髪になった、あたまがふくし
まちゃんが同じ幼稚園のいろんな都道府
県の髪型の子どもたちと仲良くなりたく
てしたことって…。地理の勉強にもなる、
福島県の子どもたちのために作られた愛
がいっぱいの絵本。

水木少年とのんのんばあの地獄めぐり
水木しげる 作／マガジンハウス

　人は死んだらどこへ？地獄ってどんな
ところ？『地獄は一つじゃねえ。八つの
地獄があって閻魔大王はその人の行く地
獄を決めるんじゃ。』水木少年とのんのん
ばあが行く地獄めぐりは怖いけど日本人
の原点が見えてくる。お盆を前に子ども
と一緒に読んでみてください。

… おはなし会　　　　　　　  
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
◆８月24日（土）　午後2時～
 　『おばけにょうぼう』 他

◆９月14日（土）　午後2時～
 　『みーつけたっ』 他

子どもシネマの会　　　　  
◆８月24日（土）　午後３時～（45分）
　『ヒロシマに一番電車が走った」

休館日のお知らせ 　　　　  

夏休み宿題特設コーナー　 
　夏休みに役立つ本として「自由研
究の本」、「読書感想文の本」「工作
の本」のコーナーを設置しています。
貸出、予約とも各コーナーごとに一
人 2 冊までです。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（8月号） 14

９月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

は休館日

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
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●
玄
武
洞　

約
１
６
０
万
年
前
の
マ
グ

マ
が
つ
く
り
だ
し
た
「
柱
状
節
理
の

景
観
」
玄
武
岩
が
美
し
か
っ
た
。

●
玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

日
本
や
世

界
の
珍
し
い
岩
石
や
巨
大
な
化
石
、

光
り
輝
く
宝
石
に
驚
か
さ
れ
た
。

●
城
崎
温
泉　

落
ち
着
い
た
木
造
づ

く
り
の
景
観
と
家
並
の
所
々
に
配
置

さ
れ
た
耐
火
建
築
や
防
火
壁
を
見
学

し
、
町
づ
く
り
の
秘
め
ら
れ
た
歴
史

に
感
心
し
た
。

●
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園　

湿
地

を
利
用
し
た
「
生
き
物
と
人
の
共
生

や
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
見
学
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
の
大
き
さ
や
エ
サ

の
量
に
仰
天
し
た
。

●
但
馬
海
岸　

円
山
川
河
口
か
ら
日
和

山
を
経
て
佐
津
ま
で
の
断
崖
を
通
る

「
漁
火
ラ
イ
ン
」
を
ド
ラ
イ
ブ
。

▼
次
回
の
予
定　

８
月
21
日
（
水
）、

神
鍋
の
火
山
や
渓
谷
を
楽
し
む
コ
ー

ス
で
す
。

第
３
回
ジ
オ
パ
ー
ク
見
学
会

「
円
山
川
周
辺
の
豊
岡
湿
地
」か
ら

H25（2013）.8.8

広報しんおんせん（8月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 39

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
、７
月
３
日
に
開
催
し
た「
ジ
オ
パ
ー

ク
見
学
会
」の
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｗ
さ
ん
（
80
歳
）
女
性

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら
「
注
文
を
受
け

て
い
た
健
康
食
品
を
明
日
、
代
金
引
換

え
で
送
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
注
文

し
た
覚
え
が
な
か
っ
た
の
で
断
る
と
、

「
注
文
を
受
け
た
時
の
録
音
も
あ
る
。

裁
判
に
す
る
」
と
大
声
で
怒
鳴
っ
て
い

た
。

　

裁
判
な
ど
面
倒
な
こ
と
に
な
る
と
承

諾
し
て
し
ま
っ
た
が
、
健
康
食
品
は
必

要
な
い
。
商
品
を
受
け
取
り
た
く
な
い

が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

■
受
け
取
ら
な
い　

　

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
健
康
食
品
を

送
り
つ
け
る
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
い
場
合
は

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
断
っ
て
も

商
品
が
送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、
宅

配
業
者
に
受
け
取
り
拒
否
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。

　

恐
怖
心
や
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
購
入
を
承
諾
し
て
し
ま
う

と
、
次
々
と
商
品
が
送
ら
れ
て
く
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

「
裁
判
に
す
る
」と
脅
さ
れ
る
健
康
食
品
の
送
り
つ
け
に
注
意
！

■
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
！　

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
で
契
約
を

解
除
し
て
も
、
業
者
と
連
絡
が
つ
か
な

い
な
ど
、
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
お
金
を

取
り
戻
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

承
諾
を
し
て
い
な
い
の
に
一
方
的
に

商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ
て
も
、
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

玄武洞公園の青龍洞

大谷川の玄武岩の石垣
（城崎温泉）

城崎温泉木屋町の防火壁
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まちの求人案内

－問合せ－
　　……ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
　　……ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
　　……ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
　　……サンシーホール浜坂　…℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 25年７月 22日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）

㈱コメリ 総合職 27以下 191
総合職 27以下 169

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 営業 不問 250～ 400

㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250～ 400
運転手 不問 139～ 157

山陰道路㈱ 建築施工管理 不問 180～ 220
土木技術者 65以下 176

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
㈱たじみや 事務職 45以下 200～ 400
株本建設工業㈱ 土木技術者 59以下 165～ 308
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 45以下 160～ 250
山陰造園土木㈱ 作業員 35以下 150～ 250
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154～ 330
㈲ダイワ自動車 営業 45以下 180～ 250
㈲ラッキー美容院 美容アシスタント 不問 140～ 250
兵庫県但馬県民局 土木技術業務 不問 136～ 145
㈲岡市組 土木作業員 45以下 154～ 198
㈱ＳＴＣ 出荷事務 不問 127
㈲山米鮮魚 水産加工員 45以下 135～ 200
㈱ナカケー 事務職 不問 150～ 200

㈱田中工業所 土木技術者 不問 138～ 195
土木作業員 不問 138～ 195

ヤマト運輸㈱ 配達業務 不問 105～ 168
（温泉地域）

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169～ 289
事務職 64以下 129～ 146

㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256
営業 60以下 147～ 188

全但バス㈱ バス運転手 不問 183～ 184
事務職 35以下 149～ 167

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 157～ 177
看護師 不問 152～ 245

㈱光商会 スタンド業務 不問 140～ 200
井上自動車整備㈱ 自動車整備士 35以下 130～ 170

アイアンドエフ・ビルディング㈱ フロント 45以下 188～ 226
レストランスタッフ 45以下 188～ 226

㈱朝野家
予約係 不問 140～ 150
販売係 不問 140～ 150
営業係 不問 140～ 150

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167～ 193

湯村温泉　魚と屋
営業・フロント 不問 200～ 280
支配人 不問 300～ 400
調理師 不問 185～ 222

㈱寿荘 事務職 59以下 150
客室係 不問 198～ 242

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 145～ 185

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 750～ 1,000
㈱エッジ 情報誌配布 不問 1,000

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 販売補助 不問 800～ 950

㈱マルワ渡辺水産
レジ係 不問 950～ 1,000
レジ係 不問 750～ 850
配達業務 不問 900～ 1,000

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～ 1,500

㈱トヨダ
販売員 18以上 749～ 1,049
販売員 不問 749～ 799
惣菜担当 不問 749～ 799

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750～ 780

㈱マル海渡辺水産

販売員 不問 750～ 1,000
販売員 不問 1,000
フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ 不問 1,000
調理補助 不問 750～ 1,000

㈱メフォス 給食調理補助 59 以下 750
病院給食調理補助 59 以下 750

㈲山米鮮魚 販売・加工員 不問 750～ 850
ゴダイ㈱ 販売員 不問 850～ 938

（温泉地域）
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋

料飲係 不問 950
施設係 不問 850
バンケット係 不問 950
営業 不問 900～ 950
浴場業務 不問 850

湯快リゾート㈱ ナイトフロント 不問 800～ 1,000
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,125

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 950

アイアンドエフ・ビルディング㈱ ナイトフロント 18 以上 800～ 1,200
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,200

ケービックス㈱ 清掃業務 不問 750 ～ 800
㈱西沢製作所 事務職 不問 750
㈱寿荘 事務職 不問 850
㈱たむら 接客スタッフ 不問 750 ～ 800
アイケー電機㈱ コイルテーピング作業 不問 760 ～ 900

湯村温泉　魚と屋

客室係 不問 900 ～ 1,200
運転手 不問 800 ～ 1,200
配膳係 不問 750 ～ 900
施設管理係 不問 750 ～ 1,000

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 800 ～ 1,000
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▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

視
察
先
の　
　
　
　
　

　

㈲
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

　

視
察
先
は
「
地
域
の
た
め
に　

地
域

と
と
も
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に

設
立
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
特
定
農
業
法
人
、
農
業
生
産
法

人
、認
定
農
業
者
の「
有
限
会
社
グ
リ
ー

ン
ワ
ー
ク
」
で
し
た
。

　

こ
の
会
社

は
、
中
国
山
脈

か
ら
日
本
海
に

流
れ
る
神
戸
川

の
上
流
域
に

あ
っ
て
、
山
あ

い
の
急
傾
斜
地

に
農
地
が
点
在

す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の

状
況
は
、
行
政
区
の
5
集
落
で
形
成
。

世
帯
数
は
１
０
０
戸
、
農
家
戸
数
80
戸

で
水
稲
作
付
面
積
は
約
22
㌶
。
地
域
内

農
家
の
弱
体
化
が
一
段
と
進
行
し
て
お

り
、
耕
作
放
棄
を
い
か
に
食
い
止
め
る

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
設
立
の
動
機
は
「
農
が
す
た
れ

ば
地
域
が
す
た
る
」の
危
機
感
の
も
と
、

①
農
業
に
活
力
を
与
え
地
域
活
力
を
育

む
、
②
共
同
の
精
神
に
返
り
人
的
な
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
、
③
低
コ
ス
ト

化
を
図
り
農
業
基
盤
を
維
持
す
る
、
の

３
点
で
す
。
元
々
こ
の
地
域
に
は
協
業

型
組
合
と
任
意
の
営
農
組
合
の
二
つ
の

営
農
組
織
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
組
合

が
平
成
14
年
に
合
併
し
、
平
成
15
年
に

法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
理
念
と
運
営
方
針

　

会
社
の
経
営
理
念
は
従
来
の
任
意
組

合
か
ら
脱
皮
で
、
①
営
農
活
動
は
経
済

活
動
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
、
②

法
人
格
を
持
ち
農
地
の
集
積
を
可
能
に

し
て
農
外
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
、
③
組
織
を
強
化
し
地
区
内
に
お
け

る
永
続
的
な
営
農
基
盤
を
確
立
す
る
、

の
３
点
。
水
稲
栽
培
が
中
心
で
、
地
区

内
の
約
6
割
を
直
営
し
町
内
一
円
で
の

作
業
受
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
会
社
の
運
営
方
針
は
、
①
経

営
と
し
て
の
合
理
性
だ
け
で
な
く
地
域

全
体
の
合
理
性
を
追
求
、
②
農
業
の
担

い
手
と
同
時
に
農
村
を
支
え
る
担
い

手
・
地
域
貢
献
型
営
農
を
実
施
、
③
会

社
方
式
を
最
大
限
に
活
用
し
経
営
の
多

角
化
を
図
り
周
年
雇
用
を
確
立
、
の
方

針
の
も
と
、
真
に
地
域
の
た
め
に
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
守
る
た
め
、
7
名
の

社
員
を
周
年
雇
用
し
、
農
繁
期
に
は
定

年
し
た
潜
在
労
働
力
を
活
用
す
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

経
営
内
容
と　
　
　
　

　
　

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組

　

経
営
の
内
容
は
、
水
稲
栽
培
、
水
稲

苗
栽
培
、
刈
取
作
業
、
乾
燥
調
整
が
中

心
で
直
販
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
の
多
角
化
に
よ
り
年
間

を
通
じ
て
安
定
し
た
収
益
と
年
間
雇
用

の
確
保
、
地
域
の
維
持
活
性
化
に
貢
献

す
る
た
め
、
行
政
か
ら
の
業
務
・
施
設

管
理
受
託
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
農
外

部
門
と
し
て
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
６
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

と
り
わ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
羊
の
放

牧
事
業
で
す
。

農
作
業
の
内
、

一
番
重
労
働
で

あ
る
水
田
周
辺

の
草
刈
作
業
を

軽
減
す
る
た
め

42
頭
を
5
箇
所

で
放
牧
し
、
総

面
積
５
㌶
を
羊

に
任
せ
て
い
ま

す
。
稲
を
食
べ

る
の
は
お
や
つ
代
わ
り
と
し
て
認
め
て

お
り
、
猪
は
な
ぜ
か
近
寄
っ
て
こ
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

研
修
を
終
え
て

　

新
温
泉
町
の
農
業
も
担
い
手
問
題
等

課
題
山
積
で
、
今
の
ま
ま
で
は
近
い
将

来
、
集
落
の
維
持
さ
え
難
し
く
な
っ
て

い
く
所
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
営
農
組
合
も
補
助
金
政
策
の
動
向

次
第
で
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
す
。
新
温
泉
町
が
今
後
取
り
組
む
べ

き
活
動
の
方
向
性
を
導
き
出
す
た
め
に

参
考
に
な
る
視
察
研
修
で
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
毎
年
、
管
外
視
察
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
6
月
25
日
～
26
日
に
島
根
県
方
面
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
井
上
憲
一
委
員
の
研
修
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
管
外
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
を
視
察
し
て

グリーンワークから経営内容に
ついて説明を受ける委員

羊の放牧場
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　鉄道利用促進の一環として「特急はまかぜ」、「特急サ
ンダーバード」を利用した「町民ふれあいの旅」を６月
28日、29日の１泊２日で開催し、43名が参加しました。
　今回は「いきいき法話と山中温泉」をテーマに企画。
初日は、福井県の大安禅寺を訪れて新命和尚の法話を聴
き、石川県の山中温泉に宿泊しました。翌日は、福井県
の「東尋坊」観光や小浜市で「箸削り体験」を楽しみま
した。参加の町民の皆さんは、今回の旅を通じて、お互
いの親睦をより一層深めていました。

浜坂南小の児童がタグラグビーを学ぶ

町民ふれあいの旅　鉄道で北陸・山中温泉へ

　７月２日、浜坂南小学校で同校５、６年の児童18名が、
県ラグビーフットボール協会の講師からタックルのない
安全に配慮された「タグラグビー」を学びました。
　同小は文部科学省の普及啓発事業に応募し、全国 100
のモデル校の一つに当選。腰につけるタグやボールなど
を導入することができ、体育の授業や異年齢の活動でタ
グラグビーを取り入れていくことにしています。この日
は、パスの仕方やプレー中の掛け声などを学び、試合で
は相手のタグを取ろうと元気に駆け回っていました。

　山陰海岸国立公園が７月 15 日に指定 50 周年を迎え
ることから、環境省、関係３府県、３市３町と関係団体
が連携・協調して６月から９月に記念事業を実施します。
　６月 30日には、３市３町がキックオフイベントとし
て、一斉に海岸クリーン活動を行い、本町も浜坂県民サ
ンビーチと松林の清掃を行いました。参加した地域住民
と建設業協会のメンバー約 200 人は、海岸に漂着した
発砲スチロールや葦、松林の落ち葉やゴミなどを拾い、
さわやかな汗を流していました。

山陰海岸50周年記念事業　海岸クリーン活動

広報しんおんせん（8月号）

　７月７日、浜坂の川崎さだ子さんが満百歳の誕生日を
迎えられ、田辺副町長と岡本社会福祉協議会事務局長、
田中すこやかクラブ連合会長が自宅を訪れて、お祝いの
額や記念品、花束を贈って長寿を祝いました。
　手先が器用な川崎さんは、若い頃、和裁をされていた
そうで、今は塗り絵を趣味にされています。身の回りの
ことはほとんど自分ででき、食事も家族と一緒に食卓を
囲まれます。長男の典夫さんは、「これからも元気で長
生きしてほしい」とお祝いの言葉を贈られました。

１００歳おめでとうございます

H25（2013）.8.8
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学校給食への理解を深める試食会

　７月 20 日、第 21 回荒湯天狗まつりが「いきいき湯
村温泉商店街、活力ある街づくり」をテーマに湯村温泉
街で開催されました。湯村温泉商店街振興会が主催して
いるもので、湯村温泉ポケットパークの特設ステージで
は、アマチュアバンドの演奏やバルーンアートショーな
どがあり会場を盛り上げました。また、車両通行規制を
行った通りには地元企業や有志による出店が並んだほ
か、荒湯天狗のパレードなどがあり、訪れた人は地域住
民による手作りのまつりを楽しんでいました。

荒湯天狗まつり

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（8月号）

浜坂道路　久谷第２トンネルが貫通

　７月 19日、学校給食について理解を深めていただく
目的で、町民を対象にした学校給食試食会を浜坂中学校
ランチルームで開催し、52人が参加しました。
　試食の前には、明治 22年に始まった給食の歴史やセ
ンターの衛生管理、３槽シンクを使って野菜を洗浄する
など一品ごとの調理の様子などを説明しました。この日
は、地元産のわかめや干ししいたけなどの食材を使った
メニューで、参加者は「生きた教材」と言われる学校給
食をじっくりと味わっていました。

　７月 22日、山陰海岸ジオパーク推進協議会認定の「山
陰海岸ジオパークガイド」を養成するため、新温泉町ジ
オパーク研修会の基礎講座を町民センターで開催し、新
たにガイドを目指す方やガイドとして活動をしている方
など 22名が参加しました。
　講師の山陰海岸ジオパーク推進協議会運営委員の先山
徹さんは「ジオ」という言葉の意味や世界遺産との違い
のほか、火山や岩石、日本海の形成など専門的なことに
ついても解説され、参加者は熱心に耳を傾けていました。

ジオパークガイドを養成　基礎講座を開催

　山陰近畿自動車道「浜坂道路」の久谷第２トンネル（延
長 197m）が７月 29日に貫通しました。久谷第２トン
ネルは、浜坂道路の９本のトンネルで最初に貫通したト
ンネルになります。
　貫通の作業は、地元住民と工事関係者が見守るなか行
われ、厚さ１メートル程度ある最後の壁面を重機が音を
立てて掘削すると穴が開き、照明で照らされていたトン
ネル内に自然の光が差し込みました。貫通の瞬間に立ち
会った参加者は万歳を行い、貫通を祝いました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H25（2013）.8.8

ご
案
内

広報しんおんせん（8月号）

歌
人 

佐
佐
木
幸
綱
と　

　
　
　
　

前
田
純
孝
展

　

前
田
純
孝
賞
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

の
選
者
で
歌
人
の
佐
佐
木
幸
綱
先
生
と

本
町
や
前
田
純
孝
と
の
関
わ
り
な
ど
を

取
り
上
げ
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

８
月
24
日
（
土
）
～
９
月
１
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

木
曜
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
以
命
亭
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

平
成
26
年
新
温
泉
町
成
人
式

　

平
成
26
年
成
人
式
を
、
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
12
日
（
日
）

※
詳
細
は
11
月
頃
に
広
報
紙
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
内
容　

式
典
、
記
念
行
事
、
記
念
写

真
撮
影
な
ど

▼
対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
～
平

成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
本
町

に
住
所
の
あ
る
方
・
本
町
出
身
の
方

▼
案
内　

７
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
を
も
と
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
依

頼
文
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
　

案
内
状
は
12
月
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
町
外
に
住
所
異
動
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
送
付
希
望
の
方
は
、
生
涯

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
会
委
員
募
集

　

成
人
式
を
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
内
容　

８
月
か
ら
平
成
26
年
１
月
の

間
に
７
回
程
度
の
会
議
を
開
催

▼
対
象　

平
成
26
年
成
人
式
参
加
対
象

の
方
・
成
人
式
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

い
う
意
欲
の
あ
る
方

▼
応
募
期
限

　

８
月
19
日
（
月
）

―
問
合
せ
―

　

生
涯
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
９

但
馬
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ

　

但
馬
の
県
民
交
流
広
場
・
生
活
創
造

活
動
グ
ル
ー
プ
等
を
は
じ
め
と
す
る
県

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。（
参
加
無
料
）

▼
と
き　

９
月
７
日
（
土
）

　

正
午
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

但
馬
文
教
府
（
豊
岡
市
）

▼
内
容　

県
民
交
流
広
場
や
グ
ル
ー
プ

活
動
の
発
表
、
物
販
展
等
。
但
馬
文

教
府
創
立
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
合
わ
せ
て
開
催

▼
問
合
せ　

但
馬
文
教
府

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

八田コミュニティセンター

西岡訓子　水と彩り
ー 紙芝居原画と風景画展 ー
　養父市出身の作家、山田風太郎の作品「橘

たちばな

伝来
記」を香美町の西岡訓子さんが紙芝居に描いた原
画と但馬の風景画約 30 点を展示します。
◆と　き　８月 13日（火）～９月 16日（月）
　　　　　　午前９時～午後４時 30分
　　　　　※月曜休館（最終日は開館。展示は午後４時まで。）
◆ところ　八田コミュニティセンター
◆入場料　無料

◆問合せ
　八田コミュニティセンター　℡ 93-0888

佐佐木幸綱先生
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お
知
ら
せ

町
指
定
文
化
財　
　
　
　
　
　

「
塩
山
撞
木
塔
婆
」の
名
称
変
更

　

７
月
23
日
に
開
催
の
町
教
育
委
員
会

で
、
町
指
定
文
化
財「
塩
山
撞し
ゅ

木も
く

塔と
う

婆ば

」

の
指
定
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
変
更
理
由　

塩
山
地
区
の「
撞
木
塔

婆
」を
建
て
て
行
わ
れ
る「
念
仏
行
事

（
観
音
じ
ま
い
）」は
、
民
俗
学
的
に

も
稀
有
の
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
、

こ
の
行
事
で
唄
わ
れ
る「
歌
念
仏
」に

も
文
化
財
的
価
値
が
あ
る
た
め
。

▼
変
更
内
容

◇
種
別

　
（
現　

行
）
無
形
民
俗
資
料…

　
（
変
更
後
）
無
形
民
俗
文
化
財

◇
名
称

　
（
現　

行
）
塩
山
撞
木
塔
婆

　
（
変
更
後
）
塩
山
撞
木
塔
婆
歌
念
仏

但
馬
の
健
康
と
福
祉
を
考
え
る
つ
ど
い

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
前
向
き
に
暮
ら
せ
る

よ
う
ケ
ア
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
15
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷（
養
父
市
）

　

※
入
場
無
料

▼
内
容　

講
演
「
認
知
症
予
防
と
脳
活

性
化
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
～
残
存

能
力
を
引
き
出
し
前
向
き
に
生
き
る

力
を
高
め
る
～
」

　

群
馬
大
学
大
学
院…

保
健
学
研
究
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
講
座
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
晴
保
さ
ん

▼
定
員　

３
０
０
人

▼
申
込
期
限　

９
月
２
日
（
月
）

　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
。

▼
申
込
み　

但
馬
県
民
局
但
馬
長
寿
の

郷　

地
域
ケ
ア
課

　

℡…（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６

　

ＦＡＸ…（
０
７
９
）
６
６
２
‐
９
９
５
９

郡
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
で
、

真
心
と
技
能
を
提
供
し
ま
す
。

▼
職
種　

▽
草
刈
り
・
草
引
き
▽
農

作
業
▽
植
木
剪
定
▽
屋
内
外
清
掃
▽

襖
・
障
子
張
り
▽
大
工
・
左
官
仕
事

▽
筆
耕
（
宛
名
書
等
）
▽
自
動
車
の

運
転
な
ど

※
他
に
も
様
々
な
職
種
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
中

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

原
則
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

※
就
業
や
収
入
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
各
人
の
能
力
に
応
じ
た
働
き
方

が
で
き
ま
す
。
現
在
特
に
、
植
木
剪

定
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

―
問
合
せ
―
公
益
社
団
法
人　

美
方
郡

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
99
‐
２
８
２
８

９
月
か
ら
第
二
種
動
物
取
扱
業
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

　
「
第
二
種
動
物
取
扱
業
」
と
は
、
動

物
の
飼
育
施
設
を
設
置
し
て
、
非
営
利

で
譲
渡
、
貸
出
し
、
訓
練
、
保
管
、
展

示
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
よ
り
、「
第
二
種
動

物
取
扱
業
」
を
行
お
う
と
す
る
方
は
、

平
成
25
年
９
月
１
日
か
ら
10
月
30
日
ま

で
の
間
に
県
知
事
へ
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
６

「
愛
の
献
血
」の
お
知
ら
せ

　

４
０
０
ml
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
21
日
（
水
）

　

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

・
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ……

健
康
福
祉
課…

健
康
推
進
係

　
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク
研
修
会

カ
メ
ラ
で
見
る
浜
坂
西
海
岸

　

写
真
家
か
ら
見
た
七
坂
八
峠
か
ら
城

山
園
地
ま
で
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
。
カ

メ
ラ
（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
可
）
を
持

参
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
10
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
集
合
場
所　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
現
地
研
修

▼
講
師　

下
雅
意…

敏
さ
ん

　
（
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
・
認
定
ガ
イ
ド
）

▼
募
集
人
員　

先
着
23
名

上
山
高
原
の
植
物
観
察

　

ス
ス
キ
の
草
原
と
初
秋
の
植
物
を
観

察
し
ま
す
。
希
少
種
の
ヤ
ナ
ギ
タ
ン
ポ

ポ
も
見
学
予
定
。

▼
と
き　

９
月
19
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

▼
集
合
場
所　

役
場
（
８
：
45
）
→
お

も
し
ろ
昆
虫
化
石
館
（
９
：
10
）
→

上
山
高
原
へ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎

▼
講
師　

中
澤
博
子
さ
ん

　
（
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
調
査
部
会
）

▼
募
集
人
員　

先
着
23
名

※
い
ず
れ
も
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
開
催
の
１
週
間
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

―
申
込
み
―　

町
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局（
役
場
商
工
観
光
課
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５

但
馬
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー

　

但
馬
の
こ
と
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
る「
但
馬
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
セ
ミ
ナ
ー
を
但

馬
の
市
町
で
各
４
回
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
30
日
（
月
）、
10
月
31

日
（
木
）、
11
月
27
日
（
水
）、
12
月

18
日
（
水
）
の
４
回

　

午
後
７
時
～
９
時
（
２
時
間
）

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

※
と
き
、
と
こ
ろ
は
本
町
で
開
催
す
る

も
の
。
他
の
４
市
町
で
も
別
途
開
催

▼
内
容　
【
１
～
３
回
】
但
馬
の
歴
史
、

自
然
、
伝
統
芸
能
な
ど
。【
４
回
】

接
遇
な
ど
。（
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

▼
定
員　

１
０
０
名
程
度（
参
加
無
料
）

▼
４
回
受
講
者
さ
れ
た
方
へ
の
特
典

　

修
了
証
交
付
の
ほ
か
、「
但
馬
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
バ
ッ
ジ
」
や
５
名
に
厳

選
セ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

夢
但
馬
２
０
１
４
推
進
協
議
会
事
務

局（
但
馬
県
民
局
夢
但
馬
推
進
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
７
６

募　

集

「
第
11
回
新
温
泉
町
小
中
学
生

書
作
品
展
」作
品
募
集

▼
作
品
数　

１
人
１
点
（
学
校
と
書
道

教
室
か
ら
応
募
す
る
場
合
は
、
合
計

２
点
ま
で
。
未
発
表
の
作
品
）

▼
作
品
題
材

▼
応
募
資
格　

町
内
の
小
・
中
学
生

▼
応
募
料　

無
料

▼
応
募
期
限　

９
月
10
日
（
火
）
必
着

▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

【小学生指定課題一覧表】
学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

課
題
半紙 つり うき 大空 星空 竹馬 雪原

半切 どんぐり まつかぜ 先人文化 花火大会 白砂海岸 松原涼風

【中学生指定課題一覧表】
学年 １年生 ２年生 ３年生

課
題
半紙 大地 栄光 挑戦

半切 清新の気 花鳥風月 大志を抱く

個
人
住
民
税
・
個
人
事
業
税
の

納
税
に
つ
い
て

▼
個
人
事
業
税

　

所
得
税
、
住
民
税
と
は
別
に
個
人
で

事
業
を
行
う
方
に
か
か
る
税
で
す
。

▼
個
人
住
民
税

　

県
民
税
と
町
民
税
を
あ
わ
せ
て
町
が

課
税
し
、
徴
収
す
る
税
で
す
。
給
与
所

得
者
と
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
は
、

給
与
や
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
、
そ

れ
以
外
の
方
は
、
町
が
送
付
す
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
年
４
回
に
分
け
て
納

め
ま
す
。

▼
納
期
限

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
、
個
人
住
民

税
第
２
期
分
い
ず
れ
も
９
月
２
日（
月
）

▼
平
成
26
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
均
等

割
の
税
率
が
引
き
上
げ

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま

で
の
個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率
が

年
額
１
，
０
０
０
円
（
県
民
税
５
０
０

円
、
町
民
税
５
０
０
円
）
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ

▪
豊
岡
県
税
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
２
８

▪
役
場
税
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
３
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　「そば打ち」を楽しみながら、ココロときめく出会いを探しましょう。多くの方の参加をお待ちして

います。

＊と　　き　９月１日（日）午前 10時～午後４時

＊と こ ろ　県立但馬長寿の郷（養父市）

＊内　　容　ふれあいそば打ち体験、昼食、コミュニケーションゲーム、１対１のフリートーク

＊対　　象　県内在住か在勤の概ね 25歳以上の独身男女

＊参 加 費　男女共 2,000 円（昼食付）

＊募集人数　男女各 15名（応募多数の場合は抽選）

＊申込締切　８月 19日（月）

＊申込方法　所定の申込書によりＦＡＸまたは郵送で申込み。

　　　　　　申込書は但馬青少年本部のホームページからダウンロード可（http://tajima-seishonen.jimdo.com/）

　　　　　　応募者全員に参加の可否をお知らせします。

－申込み－

但馬出会いサポートセンター（県立但馬長寿の郷内）

℡（079）662-7701　ＦＡＸ（079）662-7703

但馬地域こうのとり大使による

縁 結 び 交 流 会
～心ふれあう出会い　始めませんか～

◆対　　象　上記応援デーの対象地域に在住の方
◆申込方法
　携帯電話またはスマ
　ートフォンで申込み
　ください。
◆申込締切
　８月９日（金）必着

・応募は１人１回
・1 人につきチケットは１

枚で１回の応募で４名ま
で申込み可

ー問合せー　生涯教育課　スポーツ推進係　℡ 82-5629

抽選で 1,400 名の方にホーム自由席観戦チケットをプレゼント！

ヴィッセル神戸

応援デー
豊岡市、養父市、朝来市、香美町
新温泉町、篠山市、丹波市

① 左 の ouen8@m.msgs.jp
かＱＲコードを携帯また
は ス マ ホ で 読 み 取 り 空
メールを送信

②返信メールに書かれたＵ
ＲＬから申込みフォーム
にアクセス

③申込みフォームに必要事
項を入力して完了ボタン
をクリック

④抽選結果を応援デー開催
試合の５日前までにハガ
キで送付

携帯・スマホで
    簡 単 応 募！

但
馬
ド
ー
ム　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト　

秋
季
教
室

▼
と
き
・
内
容

　

９
月
２
日
（
月
）
～
10
月
29
日
（
火
）

◇
Ａ
平
面
初
級
コ
ー
ス　
　
（
月
曜
日
）

◇
Ｂ
平
面
中
級
コ
ー
ス　
　
（
火
曜
日
）

◇
Ｃ
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
初
級
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
）

◇
Ｄ
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
中
級
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
曜
日
）

※
Ａ
・
Ｂ
は
午
後
６
時
～
７
時
、
Ｃ
・

Ｄ
は
午
後
７
時
15
分
～
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
対
象　

小
学
生

　
　
　
　
（
Ｃ
・
Ｄ
は
中
学
生
ま
で
）

▼
募
集
人
員　
（
先
着
順
）

◇
Ａ
・
Ｃ
は
20
名
程
度

◇
Ｃ
・
Ｄ
は
10
名
程
度

▼
受
講
料　

１
，
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

８
月
28
日
（
水
）

※
シ
ュ
ー
ズ
の
レ
ン
タ
ル
料
等
の
詳
細

は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

ouen8@m.msgs.jp
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【広告】

試　

験

平成 25 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入して写真貼付の上、免許の写しを併せて役場総務課総務係へ提出
してください。

◇受 付 期 間　８月９日（金）から 19日（月）まで
◇面 接 日 時　８月 22日（木）午後５時から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

保育士 ２名 保育業務 日額
6,800円

ふれあい
　センター

満60歳以下
（保育士、幼稚園教
諭いずれかの免許）

９月………1 日から
９月 30日まで
（更新あり）

午前８時 30分から
午後５時 00分まで
（月～土勤務）早出、遅出あり
社会保険・雇用保険加入

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
及
び
受
験
講
習

▼
試
験

◇
と
き　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
）

◇
手
数
料　

６
，
０
０
０
円

▼
受
験
講
習

◇
と
き　

10
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館
中
会
議
室

◇
手
数
料　

８
，
５
０
０
円

▼
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　

８
月
19
日
（
月
）
～
８
月
30
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所　

役
場
上
下
水
道
課

▼
問
合
せ

▪
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り

技
術
セ
ン
タ
ー　

下
水
道
事
業
部

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
１
２
０
５

▪
役
場
上
下
水
道
課

　

℡
82
‐
３
１
１
４

北
但
社
会
福
祉
事
業
会
職
員
募
集

▼
募
集
人
員
・
職
種　

１
人

　

介
護
職
員
（
来
春
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
卒
業
予
定
の
介
護
福
祉
士
資

格
取
得
者
及
び
取
得
見
込
者
）

▼
試
験
日　

９
月
21
日
（
土
）

▼
応
募
期
限　

９
月
17
日
（
火
）

▼
採
用
日　

平
成
26
年
４
月
１
日

▼
勤
務
地　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
こ
う
の
と
り
荘
」（
豊
岡
市
）
ほ
か

▼
そ
の
他　

応
募
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

こ
う
の
と
り
荘

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
４
０
１
４

但
馬
ド
ー
ム　
　
　
　
　

秋
季  

生
き
活
き
健
康
教
室

▼
と
き　

９
月
４
日
（
水
）
～
10
月
23

日
（
水
）
ま
で
の
間
で
全
８
回

　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
内
容　

気
に
な
る
部
分
を
引
き
締

め
、
代
謝
を
高
め
て
太
り
に
く
い
身

体
を
つ
く
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

▼
対
象　

減
量
目
的
の
18
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

３
千
円
（
全
８
回
）

▼
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
土
）

▼
指
導
者　

但
馬
ド
ー
ム
指
導
員

※
日
程
等
、詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０
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広報しんおんせん（8月号）

網戸、障子の張り替え・家具の配置換え・家内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利用いただけます。[ 新

温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 30 円や、材料費等は別途金額となります。
（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 　事前予約をお願い致します。（お見積もり無料）

＊昨今のガソリン代高騰のため、燃料代が上がりました。
お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　担当者直通電話　080-1908-5829　

【広告】
ご愛顧いただき、ありがとうございます。

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝きり・

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

6 月 16 日～ 7 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 氏　　名 保護者 出生日

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

●まちのうごき●　
　８月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,119 人 （－   4）

　男 7,683 人 （＋   5）

　女 8,436 人 （－   9）

世帯数 5,858 世帯 （＋   7）
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

広報しんおんせん（8月号）

８月号
vol.95

H25（2013）.8.8

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

　

但
馬
三
大
祭
り
の
一
つ
川
下
祭
り
が
7
月
13
日
か
ら
15
日
の
3
日
間
、
浜
坂
地
域
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
宇
都
野
神
社
の
例
祭
で
、
14
日
の
本
祭
で
は
、

麒
麟
獅
子
が
町
内
巡
行
の
先
導
と
し
て
家
々
で
舞
い
、
鉾
や
神
船
、
神
輿
な
ど
も
町
内
へ
繰

り
出
し
ま
し
た
。
夕
方
に
は
、
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
に
設
置
さ
れ
た
御お

旅た
び

所し
ょ

に
到
着
。
麒

麟
獅
子
が
「
橘
の
舞
」
を
奉
納
し
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
花
火
大
会
も
行
わ
れ
、
３
，
５
０
０
発
の
花
火
が
浜
坂
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
、
世
界
で
活
躍
す
る

指
揮
者
の
佐
渡
裕
さ
ん
が
率
い

る
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

弦
楽
器
の
演
奏
技
術
を
持
つ
未
来

の
演
奏
家
「
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に
よ
る
野
外
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
但
馬
牧
場
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

小
学
３
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま

で
の
約
40
人
が
演
奏
。
会
場
に
訪

れ
た
約
４
０
０
人
の
観
衆
を
美
し

い
音
楽
で
魅
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
兵
庫

県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
が
同
所

の
芸
術
監
督
を
務
め
る
佐
渡
裕
さ

ん
の
提
唱
を
う
け
て
10
年
前
に
結

成
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
但

馬
地
域
で
初
の
合
宿
練
習
の
成
果

を
発
表
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
の
た
め
、
被
災
地
で
の

演
奏
会
や
募
金
活
動
も
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
夢
が
丘
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
生
徒
30
人
と
一
緒
に
な
っ

て
会
場
の
参
加
者
に
募
金
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
マ
イ
ケ
ル

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
メ
ド
レ
ー
や
今
回

の
合
宿
で
取
り
組
ん
だ
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の「
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
」

な
ど
９
曲
を
披
露
。
最
前
列
で
鑑

賞
し
て
い
た
参
加
者
は
「
プ
ロ
の

よ
う
な
迫
力
の
あ
る
演
奏
で
感
動

し
た
。
ま
た
聴
い
て
み
た
い
」
と

話
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
余
韻
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

浜
坂
の
熱
気
最
高
潮　

川
下
祭
り

佐
渡
裕

ゆ
た
か

さ
ん
と
未
来
の
演
奏
家
た
ち
が

　
　
　

但
馬
牧
場
公
園
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

浜坂県民サンビーチで砂煙をあげながら激しく練り合う神輿と榊

勇壮に舞う麒麟獅子夜空を彩る大輪の花火

＊ 表紙のカラー印刷について ＊
　町民の皆さんに、より興味を持って広報しんおんせんを手にとっていただくため、本年度２回、表紙のカラー
印刷を行うことにしています。今号と冬季に１回を予定しています。

スーパーキッズの指揮をとる佐渡裕さん（中央）


